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ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)において患者が放射化するため、照射終了後に医療

従事者が近づく前に一定の冷却期間を取っている。Wittigらは Petten原子炉において

中性子照射後の患者の放射化を測定した 1)。その結果、放射性核種 が

生成され、中でも が最も大きく寄与していると結論されていた。起こっている

物理現象を正しく把握し、効果的に医療従事者の防護を行うことを目的としてWittig

らが行った測定結果に対して、シミュレーションを用いた分析を行った。 

Wittig らの測定条件に合わせて、モンテカルロ計算コード PHITS(ver.2.71)2)を用い

てシミュレーションを行った。半径 10 cm の中性子ビームを入射エネルギー分布と

して Wittig らが使用した原子炉のスペクトルを用い、頭部組織等価ファントムに照

射した。患者と医療従事者の距離を 30 cmとして、ファントムから 30 cmの位置で

測定される線量を調べた。 

シミュレーションにでは は得られたが、 は得られなかった。そのた

め、 Wittigらが測定した周辺線量当量の時間的変化は再現できなかったので、 の

結果から の寄与を見積るために、ファントム体積から の原子数を求め、予測

される の周辺線量当量を求めた結果、寄与は極めて小さいことがわかった。 

今後の課題として中性子線照射時に体内以外で放射線を発する元素が発生するか

検討する必要がある。 
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